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安全で安ぶして暮らせるまちがくりをめざして
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7月 9日 (水)に防災研修会を実施しました。

キーワー ドは「備え」・…自助としての備えについて

多くの学びを得ました。これらのことを家族、親せき

地域の方たちに広めていきましょう。

アンケー トでは、「町内会で防災研修を実施 したこ

とがある (53%)」 、「防災研修会の実施予定があ
る (54%)」 、「町内会での研修の必要性を感 じた
(97%)」 でした。
連町としても防災研修会の企画等に協力します。

また、下記の様に支援団体もありますので、是非とも

町内会での 「防災研修会」実施をご検討ください。

研 修抱否と支援団体の例]`基本的に団体の職員が出咆きます。費用負担は実費を除き不要です。)
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1,マ 2時間程度要します。

○「崎災マイ
。まっぶラ

ンナー」姜載

卸盤市民じ災センター

毛

`≧

(3-(〕ビ年Z≧モ5)

地域や企業内で災詈図上訓編を活用し 日常から言えておくヘ

き備えなどを導<人材こ登成する講座で、2時間程軸 をで

す
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5～8人程度の班を1/Fつて、カートを使つ毛ゲームを通し、避難

所でのあらゆる出ス事への 」ヽ層を模擬体験します.

焉ぼの目標により 2～4時間程度要しま,.
ゲーム用具0賞出しも実施してしヽます。

○綺災講話等
餐害時の饉えなこにつ与ヽて講話します.災害時の対[力を高め、

順 含体の防讐力のね上LつIがります.
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く炊きLLじ訓練シ
スランティフセンター鯉
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策書:こより電気・コスの供給が停止してしまつたような状況下

や、■燕処理施設のない屋 ・ヽ野外においても約 100～_900宣

が絶 30分て出栗ろレスキューキッチンを用い、炊き出し豪
`練

a
サポートを行います。※訓編の際に1す講理場がが要となります.

O防災グリズつくり
いざとllうときに動 回りのもので作れるIs~利ブッスとして、ヌ

リッ■騨 踏菫マスクなこの作つ百を諸詈します.

〇劇1撻市出前講座 :講座の受 1」は主涯学習課 (31`579)か 行い、諸厘担当課につなきます

目栞災吾から彗を守る

ため こヽ

容弯

碗災量棲管理妻  1退詈輯唇
渡ほどの自然災害 こ対する軍庭での備えや市の防災対策
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ご近所て勤|フ含う地域

を曇指してく避難行動要
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1高齢者や障でしヽをお持ちの房など、絡書時睡 西での避戴が碗

社会援譲    1意万々に対して、町力会を中嘔″二地域の再々が連携して行う、日
1頃の見守り活動や炎害皓●避壁支援を行うな権み
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ス上記以外でも、まずは:青望する内容をご相談くださもヽ.

[叡t路市綺災主ネットワーク ]
市内在住の妨災

=が
、誰 |こでも分かつやすい嬉災研修を行しヽます.C費罷無料静

綺災に輩する企画や内容等 |こついて相談を希望される場合は下記連絡先仁お費合せ くださをヽ .

1連経先,  コ鵬 市妨資主ネッ トワーク 代表 小野 信一氏
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～～ 町内会加入を勧めましよう : ～～

連合町内会では、10月 を町内会加入促進啓発推進月間として、町内会への加入を特に勧

めています。次に記すような町内会活動を紹介し、未加入の方に加入をお勧めしましょう。

(*下記の事例は全ての町内会で取り組んでいるものはありません。)

防犯灯や街路灯の維持管理 子どもたちの見守り

町内の防犯パ トロール 環境美化活動

福祉・防災 地域の交流・健康イベント開催

「町内会活動研修大会」のお知ら

町内会活動は、隣人同士が助け合 う「相互扶助」の精神が原点であり、各町内会では青少

年健全育成、防火防犯対策、環境美化活動、住民福祉の向上など「安全
。安心な住みよいま

ちづくり」を目指 し、様々な地域活動をしています。
近年、釧路はもとより全国的に救急出動件数や搬送人員の増加、それに伴 う救急隊員の負

担増大が社会的にも問題 となっており、本当に必要な時に利用できないなど、救急車の適正

利用も含め救急体制の現状を知ることが大切な事となっています。
地域の安全と安心を守る町内会として、「救急の実態と町内会としてできること」につい

て考えたいと思います。
日 時 :9月 18日 (木)10:30～
場 所
内 容
講 師
申 込

交流プラザさいわい 3階大ホール
救急の現状と町内会
釧路市中央消防署長 竹内淳朗氏
9月 10日 (水)ま でに連町事務局へ (申込書は別に封入しています)
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今 年 度 の 広

報 紙 コ ン クー

ル に は 1 3の
町 内会 か ら応

募 が あ りま し

た。

連 町副会長

の土岐政人広

幸晨部長は、
「多くの町内会では加入者の減少や役員の後継

者不足に悩んでいる。今回応募の町内会でも同

様の悩みを抱えていると思 うが、明るいタッチ

で町内会のイベント紹介をするなど未来志向の

作品が多かった。」

と評しており、今回は二年連続最優秀賞となり

ました昭園町内会の『町内会報昭園』と優秀賞の

釧路市寿町会の『寿町会だより』を紹介いたしま

広報紙コンクール受賞作品紹介①～
釧路市寿町会
会長 坂本 正五郎

す。

『町内会報

昭園』は、回

覧板の共有記

事を広報紙に

落とし込んで

いること、毎

号の紙面構成

に工夫が施さ

れていること、さらに2024年 10月 号での
「市長選挙立候補予定者に聞きました」という

企画のインパクトが大きかつたことが受賞の要

因となりました。

また、『寿町会だより』は、町内会員に確か

な情報を素早く知らせることを心掛けており、

A4サイズ表 (お もて)だけ。カラー版は回覧
用としてモノクロは個別酉己布用としています。
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…
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市
民
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1元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。
l.きまりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつくりましょう。
1.緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1.郷土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

第 5回 理事会報告

7月 理事会の内容は次のとおりです。

【報告事項】
① 女性部幹事研修会の実施

② 防災研修会の実施

③ 福祉部会の実施

④ 市長懇談会の実施

【協議事項】
① 町内会活動研修大会 (9/18)

② 第6回理事会・研修会 (10/7)

【連絡事項】
① 港まつり「市民踊り」参加 (8/2)

② パークゴルフ大会出場者募集

③ 連町ブログヘの参加

第 2回 釧路市と連町との意見交換会

7月 24日 (木 )開催されました。
市長挨拶に続き黒木会長から町内会の

現状について話され、引き続き①街路灯の

今後の在り方について②地区会館の今後

の在り方について③町内会活性化事業に

ついて意見を交わしました。詳細は、後日

男りにお知らせします。

青少年健全育成大会を行います

11月 8日 (土)10時 ～正午に青少年
健全育成大会を実施する予定です。 日程
の確保をお願いします。

「秋の自主清掃Jをお願いします !

連町を中心に春 と秋の 2回実施 してお
ります一斉清掃運動は、息の長い市民運動

として定着 してきました。これまでのご協

力ありがとうございます。

今年 も秋の 自主清掃期間を 10月 11日
(土 )～ 19日 (日 )に 設 定 してい ます の
で、町内会皆さんのご協力をお願いします。

*計画的なごみ収集のため、期間を設けています
が、町内会の事情によりこの期間以外に実施され

てもかまいません。
*ごみ袋を地区連を通じ配付しています。不足の時
は連町事務局にご連絡ください。

■■ 主な行事予定 ■■
9月 18日 (本)町 内会活動研修大会
10月 加入促進啓発推進月間
※次回の連町通信は、 10月 24日 (金)発行です。
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帳
を
持
ち
あ

っ

に
血
圧
測
定
し
記
録
を

つ
け
て
変
化
に
早
　
て
皆
で
見
せ
合
い
、
町
内
会
全
体
で
心
不

く
気
付
く
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
全
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

そ
の
他
に
は
感
染
症
も
心
不
全
を
悪
化
さ

　

で
す
。

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行しています。


